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平成２１年度 ９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 北山文化環境ゾーン整備推進費

予 算 額 ６，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

北山地域が京都の文化・環境・学術を世界に発信する拠点地域と

なるよう、北山文化環境ゾーン整備推進委員会の検討を踏まえ、

新総合資料館及び植物園の施設整備を推進する。

事 業 内 容

２ 街づくりのコンセプト

○ 文化と環境に包まれたやすらぎと交流の中で、京都を世界に発

信する拠点

目 的 ○ 開放感あふれ、歩いてまわりたくなる街

対 象 ３ 事業概要

○ 新総合資料館の基本計画（基本機能・構造・配置・面積等）の策定

方法等

＜新施設の機能イメージ＞

◆ 総合資料館と府立大学の機能連携による京都の歴史・文化に関

する資料の収集・保存・調査・研究及びその成果の提供と学び

の支援

○ 植物園のエントランス整備にあわせた施設整備計画策定

◆ 見頃の植物や催しなど植物園の魅力を伝える「ボタニカルウィ

ンドウ・テラス」等

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4181

文化環境－１



平成２１年度 ９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 高等学校等修学支援基金積立金

予 算 額 ２４２，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 新規

１ 目 的

事 業 内 容 経済的理由により学業継続が困難な高校生等の修学を支援するため、

「京都府高等学校等修学支援基金」を設置

目 的

対 象 ２ 基金の概要

◆対象事業

方法等 ・私立高校の授業料減免に対する補助

＜私立高等学校等授業料減免事業等補助金＞

・高校生への修学資金貸与

＜高校生等修学支援事業費＞

◆事業期間

平成２１～２３年度（３年間）

担当課 文 教 課 課・担当 電話番号 075-414-4516

文化環境－２



平成２１年度 ９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 私立高等学校等授業料減免事業等補助金

予 算 額 １１８，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

１ 目 的

厳しい経済情勢を踏まえ、経済的理由で学業継続が困難となった

高校生等の修学機会を確保

事 業 内 容

２ 内 容

▲

私立高校授業料全額免除化緊急制度の創設

目 的

目 的 授業料全額免除による修学機会の確保

対 象

対 象 ①失業・倒産による家計急変家庭の高校生等

方法等 ②生活保護世帯の高校生等

交付先 対象生徒へ授業料全額免除をした学校法人

補助上限 年額 １１８，８００円（府立高校授業料相当額）

担当課名 文 教 課 課・担当 電話番号 075-414-4517

文化環境－３



平成２１年度 ９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

健康福祉部

事 業 名 幼稚園・保育所子育て環境充実費

予 算 額 １８５，０００ 千円 新 規 ・ 継 続 の 別 新規

１ 目 的

こども未来基金を活用して、幼稚園・保育所に通う児童の安心・

事 業 内 容 安全な子育て環境の整備を図る。

目 的 ２ 対象施設

私立幼稚園、保育所（公立含む。）の子育て環境の整備

対 象

方法等 ３ 対象経費

自動手指消毒器、空気清浄機、加湿器 等

文 教 課 075-414-4517

担当課名 課・担当 電話番号

こども未来課 075-414-4581

共通－１



平成２１年度９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 地球温暖化対策等推進基金積立金

予 算 額 １５４，０００ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

平成２１年７月に設置した「京都府地球温暖化対策等推進基金」の

積み増しを行うことにより、地球温暖化防止に向け、温室効果ガスの

排出抑制対策と吸収源対策を推進するとともに、地域における環境保

全対策を推進する。

事 業 内 容

２ 基金の概要

目 的 （１）事業期間

平成２１年度からの３年間で事業を実施

対 象

（２）内 訳

方法等 (単位：千円)

事 業 内 容
前回(6月補正) 今回(9月補正)

合 計
積 立 金 積 立 金

温室効果ガスの

排出抑制対策

地域における
800,000 154,000 954,000

環境保全対策

温室効果ガスの

吸収源対策
2,000,000 - 2,000,000

計 2,800,000 154,000 2,954,000

担当課名 環境政策課 課・担当 電話番号 075-414-4703

文化環境－４



平成２１年度９月補正予算案主要事項説明

文化環境部、商工労働観光部、農林水産部

事 業 名 北部環境・観光パワーアップ事業費

予 算 額 ４７，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

事 業 内 容 １ 趣 旨

北部地域の重要な観光資源である海岸の景観保全を図るとともに効果

目 的 的な観光振興策を実施することにより、相乗効果による北部地域の活性

対 象 化を図る。

方法等

２ 事業概要

（単位：千円）

事業名 事 業 内 容 予算額

豊かな海を 【緊急雇用対策基金事業】

育む保安林 ・海岸保安林の清掃、下刈り
10,000

クリーンア ・日本海へ直流する河川流域内保安林の

ップ事業 清掃、下刈り 等

海岸漂着物 【緊急雇用対策基金事業】

パトロール ・海岸パトロール 16,000

・収集事業 ・漂着ゴミの収集 等

海岸漂着物 【地球温暖化対策等推進基金事業】

回収・処理 ・漂着ゴミの回収 9,000

事業 ・漂着ゴミの運搬・処分

丹後観光特別キ ・テレビ等マスメディアを活用したＰＲ
12,000

ャンペーン事業 ・大都市圏におけるイベント等の実施

循環型社会推進課 075-414-4730

担当課名 観 光 課 課・担当 電話番号 075-414-4841

森 林 保 全 課 075-414-5030

共通－２
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平成２１年度９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂事業費

予 算 額 １５，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 目 的

地球環境問題の解決に資するため、「京都議定書」誕生の地である京都

の名のもとに、地球環境の保全への多大な貢献者の顕彰等を行うとともに、

その功績を世界に発信する「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」を整備する。

事 業 内 容 ２ 事業内容

（１）「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」の整備

目 的 設置場所：国立京都国際会館内展示スペース

対 象 （２）殿堂入り者を顕彰する表彰式等の開催

日 時：平成22年2月13日・14日

方法等 場 所：国立京都国際会館

（３）実施主体

「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」運営協議会

【参考】

「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」運営協議会の構成

名誉会長 環境大臣

会 長 総合地球環境学研究所所長 立本 成文

副 会 長 京都府知事 山田 啓二

京都市長 門川 大作

京都商工会議所会頭 立石 義雄

委 員 環境省地球環境局長 寺田 達志

国立京都国際会館館長 天江 喜七郎

国際高等研究所所長 尾池 和夫

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

文化環境－５



平成２１年度９月補正予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 農業集落排水事業費

予 算 額 ３２０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

農村部における良好な生活環境の整備、公共用水域の水質

改善や自然環境の保全を図るため、集落排水の整備を促進す

る。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 (1) 事業内容

対 象 農業集落地域における排水施設の整備

方法等

(2) 補助率

国５０％、府１５％ ※ 計６５％

(※事業実施の翌年度から３％ずつ５年間推進交付金として交付 )

(3) 事業主体

市町村

(4) 実施箇所

舞鶴市、亀岡市、綾部市、京丹後市、与謝野町

担当課名 水環境対策課 課・担当 電話番号 075-414-5209

文化環境－６




